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 就業規則の提案は、既存の就業規則を《書き直す》作業に終わりがちかも知れません。

そして、それが、就業規則見直し提案が《内容の割に安価な仕事》になってしまう要因

なのでしょう。それをそのまま放置していては、安価なばかりではなく、《その後の関

係》を育てる素にもなりにくいかも知れません。 
 就業規則の見直し提案は、条文の書き直し提案ではなく、《経営実践の変更》提案、

あるいは《経営意識変革》のテーマです。文書としての就業規則が書き直されるのは、

その成果の一つに過ぎません。 
 では、就業規則提案を《経営実践の変更》や《経営意識変革》のレベルで、分かりや

すく語るには、どうすればよいのでしょうか。それを実現するのが、今回ご提示した《提

案書》の役割です。 
 
 
 
 
 
トラック１ 
【第１章】就業規則を“好ましい業務”にするための２つの“発想転換”（4分 54 秒） 

 
 顧客企業にも社会保険労務士先生にも“建設的”な成果をもたらす就業規

則には、２つの意味で“新しい発想”が必要だろうと考えています。もちろ

ん、それは必ずしも“新しく”はないかも知れませんが、現在、あまり流通

しているとは言えない発想です。 
 その１つは、就業規則は“条文を作る”ことではなく、組織の運営方法自

体を決めるものだという考え方ですし、もう１つは就業規則が単なる“トラ

ブル回避の道具”ではないという発想です。 
 改めて、そんな基本的な話題を冒頭に持ってきた意味や、その狙いについ
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て、まずは第１章でご確認ください。 
 

トラック２ 
【第２章】提案書１㌻：現代経営の“中核課題”に躍り出た就業規則（3分 19 秒） 

 
 この提案書では“①ストーリーを工夫する”ことと、“②組織ドックとい

う落とし所を作る”ことで、上記２つの発想を実現しようとしています。 
 さっそく“ストーリー”に入りますと、提案書１ページは“社内トラブル”

から話を起こしていません。それは、就業規則がトラブル回避にとどまらず、

現在最も重要な経営の中核課題に躍り出たことを、経営者の皆様に認識して

もらいたいからです。 
 なぜ就業規則が“中核課題”なのか、順に話を進めます。 
 

トラック３ 
【第３章】提案書１㌻：提案書の底流にある“攻め”発想の背景確認（4分 52 秒） 

 
 ここでは、この提案書が前提にしている“守りから攻めへの転換”の重要

性を、印刷業界を例に解説しています。もちろん、これは“就業規則提案”

の前提とする話ですので、突飛なことでも奇抜な考えでもありません。 
 むしろ、以前は“想像”に終わっていたのに、もはや“実感”になってき

ていることなのです。そして、“実感”が広がっているからこそ、提案書の

ストーリーを起こすのにふさわしい話題だと考えたわけです。 
 

トラック４ 
【第４章】提案書１㌻：“攻め”る時にこそ大きく広がる“企業力”格差（2分 40 秒） 

 
 しかし“守り”の時にはそうでもなかった“企業力格差”は、“攻め”の

時には想像以上に大きくなります。“守る”には、時として、危機感だけで

も可能なケースがありますが、“攻める”には《現場の士気》が直接的に影

響するからです。 
 ところが、現代の経営者は《士気高揚》のポイントを心得ているでしょう

か。いまだに《アメとムチ》の発想から抜け出ていないのではないでしょう

か。従業員の考え方は、提案書２ページのように変化しているのに…。 
 

トラック５ 
【第５章】提案書２㌻：アメとムチが《士気高揚》に逆効果になる時？（4 分 52 秒） 

 
 提案書の２ページは、《士気高揚》のために《賞＝アメ》や《罰＝ムチ》

を“安易”に導入してしまった企業の事例を提示します。兵士を動かすよう
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な発想では、組織の士気を高められないと指摘するためです。 
 ただし、ここでは経営者に事例を示すだけで、“考え方の変革”を迫ると

ころまでは進みません。 
 

トラック６ 
【第６章】提案書３㌻：なぜ従来の“アメとムチ”発想が通用しないのか（6分 09 秒） 

 
 ここでは提案書３ページをベースにしながらも、少し大きな視点から、

“アメとムチ”が通用しなくなった背景を考えています。提案に際する“ス

トーリーの奥行”を作るためです。 
 もちろん“賞罰”自体が、もはや古臭いものになったのではありません。

今でも“賞”や“罰”は、欠くべからざる“教育ツール”でしょう。しかし、

今、その“用い方”が問題にされるのです。 
 そして、その“社会的意識の変化”に気付けるなら、就業規則がなぜ“経

営の中核課題”になってきているのかも、伝えやすくなるわけです。 
 

トラック７ 
【第７章】提案書４㌻：就業規則が“組織の士気”を高める背景とは？（5 分 53 秒） 

 
 就業規則の導入が、どのように“組織の士気高揚”につながるか、これは

“トラブル回避のための就業規則”という発想からは生まれにくい感覚です。

そこで、この章では、提案書４ページには“ソフトタッチ”でしか示さなか

った内容について、例話を含めて“掘り下げ”を行いました。 
 ここは、就業規則が単なる総務の業務に終わるか、経営の中核に入るかの

分かれ道ですので、十分にご注意いただきたいと思います。それは、先生方

にとってのメリットの有無にとどまらず、企業経営者の今後の展開をも大き

く左右しかねない事柄です。 
 

トラック８ 
【第８章】提案書５㌻：ストーリーの“落とし所”としての“組織ドック”（4 分 46 秒） 

 
 さて、以上で“提案のストーリー”部分は終わりですが、提案には“落と

し所”が必要になります。しかも、その“落とし所”は、“就業規則作成”

業務に至る以前にも、様々に作れるわけです。ここでは“組織ドック”とし

て、有料企画を提示しています。これは、“士業商品化”の一つの好例かも

知れません。 
 企業経営者は《就業規則の意味や役割》を十分に意識していないため、こ

うした“企画”は、企業経営者にとっても非常に重要になるのです。 
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トラック９ 

【第９章】提案書５㌻：“組織ドック”が担う役割とその内容（3分 29 秒） 
 
ただし、“組織ドック”は、就業規則に付随する“アルバイト”的業務で

はありません。それは、企業の就業規則への取り組み姿勢を大きく左右する

ものですし、企業と先生方の“関係”形成の分岐点になるものです。 
ここでは、そんな“組織ドック”の役割と、その内容を解説しています。

もちろん“組織ドック”は奇抜なことを行うわけではありません。それは、

先生方の指導業務を一つ一つ“形に表現する”ステップに他ならないのです。 
 

トラック 10 

【第 10 章】提案書５㌻：“組織ドック”の中心をなすインタビュー診断書（6分 48 秒） 
 
 “組織ドック”の中には、単に文書としての規則や規定を診断するだけで

はなく、経営陣や管理者へのインタビューと、そのまとめとしての診断報告

書があります。 
 しかし、この章のご説明をお聞きいただければ、そのインタビューや診断

報告書は、決して“特別”なものではないことがお分かりいただけるはずで

す。手順さえ間違わなければ、難しい事態には至らないからです。 
企業経営者は、高度な専門見識を求めているのではなく、“自分たちに役

立つ話”を得るために、自分たちの“問題”を実践的に知りたがっているだ

けだからです。 
 
 
 
 

トラック 11 

【第 11 章】提案書５㌻：“診断報告書”作成にかかわる補足事項（5分 38 秒） 
 
 この章では、診断報告書の作成姿勢の問題から、《経営五視角》の１つの

テーマである“再現性”や、社会保険労務士事務所の事業化や業界ポジショ

ンの作り方にまで言及しています。 
 そして、それは深遠な戦略や高度なノウハウからではなく、“最初の仕事”

に多大な時間をかけて、高い完成度で仕上げ、それを他でも使えるようにす

るという基本姿勢の“発展系”として実現するものだと考えられるのです。 
 すべては“再現性”に取り組む成果だということです。 
 

＊ 商品セットに含まれる『経営理念に関するインタビュー・ガイドラインと 

診断書の様式』及び『組織ドックの進め方例フロー図』もご参照下さい。 

＊ 診断報告書の構成については、『経営理念に関するインタビュー・ガイドラ

インと診断書の様式』をご参照ください。 
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トラック 12 

【第 12 章】提案書５㌻：５ページと“提案”全体に関する補足（5分 15 秒） 
 
この章では、“組織ドック”以降の提案にとどまらず、本提案全体に関す

る重要な“補足”を行っています。それは、今後、社会保険労務士業務を、

ビジネスとしても活力あるものにする“視点”も含みます。 
内容をご確認ください。 
 

トラック 13 

【第 13 章】まとめに代えて（4分 03 秒） 
 
最後に、提案書の６～８ページと、提案書以外の２つの１枚モノに言及し

ました。２つの１枚モノとは、提案先を探すダイレクトメールと提案書の８

ページを独立させた“お申込み”書です。 
また、まとめとして、この提案書に込められた発想が、社会保険労務士事

務所ビジネスのターニング・ポイントに際して有益な働きをするよう、その

視点を整理して、解説を終了いたしました。 
 

以上 

＊“経営五視角”に関する参考書籍 

 『経営者との《良質接点》形成秘伝』森克宣著（発行：さいぶ編集総研） 


